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台風１９号災害

林道・ワサビ田

被 害 状 況

特 集 号
 

　

令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら

13
日
に
か
け
て
関
東
地
方
を

通
過
し
た
台
風
19
号
は
、
町

内
全
域
に
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
台
風
の
被
害
状
況
に

つ
い
て
は
、
広
報
お
く
た
ま

11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
普
段
の
生
活
で
は

あ
ま
り
見
え
な
い
場
所
で
の

被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
中
で

台
風
19
号
災
害
に
伴
う
町
の
対
応
に
つ
い
て

林

道

の

被

害

状

況

も
、
各
地
域
の
「
林
道
」
や

町
の
特
産
物
で
あ
る
「
ワ
サ

ビ
」
を
栽
培
す
る
「
ワ
サ
ビ

田
」
へ
の
被
害
は
特
に
甚
大

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
町
が
管
理
す

る
各
地
域
の
「
林
道
」
お
よ

び
、
ワ
サ
ビ
生
産
者
が
所
有

す
る
「
ワ
サ
ビ
田
」
の
被
害

状
況
を
住
民
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
復
旧
に
向
け
て
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
「
安
全
」「
安

　

町
で
管
理
し
て
い
る
林
道

は
、
作
業
道
を
含
め
29
路
線

あ
り
、
ほ
ぼ
全
路
線
が
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
特
に
寸

庭
線
・
大
丹
波
線
・
名
坂
線
・

白
丸
線
・
安
寺
沢
線
・
西
川

線
の
６
路
線
は
、
被
害
が
甚

大
で
あ
り
ま
し
た
。

　

寸
庭
線
、
大
丹
波
線
お
よ

び
名
坂
線
に
つ
い
て
は
今
年

度
内
に
全
路
線
の
復
旧
は
困

難
な
た
め
、
来
年
度
以
降
も

計
画
的
に
復
旧
作
業
を
行
い

ま
す
。

　

林
道
全
体
に
掛
か
る
復
旧

費
用
の
総
額
は
、
令
和
４
年

度
ま
で
に
、
概
算
で
４
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
寸
庭
線
林
道
】

　
　
延
長
Ｌ
＝
２
１
９
７
ｍ

　

路
線
全
域
に
路
面
洗
堀
、

土
砂
崩
れ
が
あ
り
、

起
点

か
ら
１
・
７
㎞
先
に
つ
い
て

は
、
路
側
構
造
物
崩
落
に
よ

り
通
行
は
不
可
。

〔
復
旧
計
画
〕

　

令
和
元
年
10
月
～
令
和
４

年
度
見
込
み

▲寸庭線林道・路側構造物崩壊（起点から１．７㎞）

　（白く見えるのはガードレール）

　
　
　
　

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

心
」
の
町
づ
く
り
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
概
算
事
業
費
〕

　

１
億
２
０
０
０
万
円



23 巨樹と清流のまち　奥多摩
令和 2年 1月 25 日№ 792

【
名
坂
線
林
道
】（
大
丹
波
地
区
）

　
　
延
長
Ｌ
＝
１
２
６
８
ｍ

　

林
道
起
点
部
の
路
側
崩

落
、
沢
閉
塞
の
影
響
に
よ
る

土
砂
流
入
が
あ
り
ま
す
。

　

起
点
部
の
路
側
崩
落
の
た

め
、
通
行
は
不
可
。

〔
復
旧
計
画
〕

　

令
和
元
年
10
月
～
令
和
３

年
度
内

〔
概
算
事
業
費
〕

　

６
千
万
円

※
林
道
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
環
境
整
備
課

　
　
　
　

☎
83
‐
２
３
１
７

▲大丹波線林道・路側崩落（起点から１．７㎞）

▶
名
坂
線
林
道
・
路
側
崩
落　

（
起
点
部
）

【
大
丹
波
線
林
道
】

　
　
延
長
Ｌ
＝
４
２
２
５
ｍ

　

起
点
か
ら
１
０
０
ｍ
と
約

１
・
６
㎞
地
点
で
大
規
模
路

側
崩
落
が
あ
り
、
１
・
６
㎞

以
降
は
、
未
舗
装
部
の
路
面

洗
堀
、
土
砂
崩
れ
が
複
数
箇

所
あ
り
通
行
は
不
可
。

〔
復
旧
計
画
〕

　

令
和
元
年
10
月
～
令
和
３

年
度
内

〔
概
算
事
業
費
〕

　

１
億
円

　
　

▶
寸
庭
線
林
道
・
路
面
洗
堀

　
　
　
　
　
　

（
起
点
か
ら
１
㎞
）

　

（
中
央
オ
レ
ン
ジ
色
は
町
職
員
）

▶
大
丹
波
線
林
道
・
路
側
崩
落
（
起
点
か
ら
１
０
０
ｍ
）
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ワ

サ

ビ

田

の

被

害

状

況

１
４
５
箇
所

 
 
 

　
約
23
億
６
千
万
円

　

町
で
は
、
奥
多
摩
山
葵
栽

培
組
合
や
耕
作
者
の
み
な
さ

ん
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

今
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
３
か
年
を
か
け
て
、
全

面
的
な
復
旧
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
（
今
後
の
調
査

に
よ
り
箇
所
数
や
金
額
は
増

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

〔
被
害
報
告
の
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
ワ
サ
ビ
田
〕

（
小
河
内
地
区
）

　

茂
久
保
谷
、
峰
谷
沢

（
氷
川
地
区
）

　

小
中
沢
、
栃
寄
沢
、
川
乗

谷
、
寺
地
沢
、
安
寺
沢
、
除
ヶ

沢
、
大
沢
入
、
海
沢

（
古
里
地
区
）

　

越
沢
、
西
川
、
寸
庭
川
、

沼
沢
、
梨
木
沢
、
真
名
井
沢
、

ア
メ
ノ
沢
、
権
治
入
沢
、
細
ヶ

谷
沢
、
槇
の
尾
沢
、
ヒ
イ
ラ

ギ
ダ
チ
沢
、
日
向
小
屋
、
イ

ド
チ
沢
、
大
丹
波
川
、
竹
沢

▲氷川地区（海沢）被災後 ▲氷川地区（海沢）被災前

▲古里地区（西川）被災前▲古里地区（西川）被災後
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〔
お
わ
り
に
〕

　

今
回
の
台
風
19
号
に
伴
う

災
害
は
、
停
電
・
断
水
・
各

地
域
の
生
活
道
路
へ
の
土
砂

の
流
出
、
町
の
代
表
的
な
特

産
物
で
あ
る
「
ワ
サ
ビ
」
を

栽
培
す
る
「
ワ
サ
ビ
田
」
な

ど
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
、
こ
れ
ほ
ど
の

台
風
被
害
は
、
今
ま
で
町
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど

の
規
模
で
、
居
宅
へ
の
土
砂

の
侵
入
を
近
隣
の
皆
様
に
よ

り
排
除
い
た
だ
い
た
り
、
ま

た
、
断
水
時
に
お
い
て
、
高

齢
者
の
世
帯
に
ポ
リ
タ
ン
ク

の
水
を
届
け
て
い
た
だ
く
な

ど
、
改
め
て
こ
の
町
の
強
い

「
絆
」
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
住
民
皆
様
に
は
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
町
の
特
産
物
で
あ

る
「
ワ
サ
ビ
」
を
栽
培
す
る

皆
様
に
と
っ
て
は
、
そ
の
土

台
と
な
る
「
ワ
サ
ビ
田
」
が

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

「
奥
多
摩
ワ
サ
ビ
」
の
歴

史
と
伝
統
は
、
奥
多
摩
町
の

「
誇
り
」
で
も
あ
り
「
自
慢
」

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
毎
年
「
奥
多
摩
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
出
品
さ

れ
、
「
東
京
都
知
事
賞
」
を

受
賞
さ
れ
た
ワ
サ
ビ
を
直

接
、
都
知
事
に
お
渡
し
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
歴
代
の
都

知
事
か
ら
は
、
「
大
変
美
味

し
か
っ
た
」
、
「
風
味
が
素
晴

ら
し
い
」
と
絶
賛
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

今
回
の
ワ
サ
ビ
田
の
災
害

復
旧
は
、
国
か
ら
「
激
甚
災

害
指
定
」
を
受
け
、
国
や
東

京
都
か
ら
の
補
助
金
も
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
自
己
所
有

で
あ
る
ワ
サ
ビ
田
に
お
い

て
は
、
１
０
０
％
の
補
助
が

得
ら
れ
ず
、
応
分
の
所
有
者

負
担
金
が
生
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
回
の
台
風
19
号
に
よ
る

被
害
は
、
過
去
に
例
の
な
い

ほ
ど
の
規
模
で
あ
り
、
ま

た
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

が
進
行
す
る
ワ
サ
ビ
栽
培
者

に
と
っ
て
は
、
自
己
負
担
の

生
じ
る
災
害
復
旧
は
、
経
済

的
に
も
重
い
負
担
と
な
り
、

復
旧
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
、
今

回
の
「
ワ
サ
ビ
田
」
の
災
害

復
旧
に
対
し
ま
し
て
は
、
今

後
数
年
か
け
計
画
的
に
継
続

実
施
を
し
て
完
全
復
旧
を
図

る
た
め
、
都
と
連
携
し
財
源

確
保
を
図
り
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ワ
サ
ビ
田
所
有
者
の

自
己
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う

所
有
者
の
自
己
負
担
分
を
町

が
全
額
補
助
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

　

現
在
、
日
原
地
域
の
住
民

皆
様
に
は
、
日
原
街
道
の
崩

落
に
よ
り
、
引
き
続
き
ご
不

便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

お
り
ま
す
が
、
町
で
は
、
現

在
も
町
内
全
域
に
わ
た
る
台

風
被
害
の
全
容
把
握
に
努
め

て
お
り
、
一
日
も
早
い
復
旧

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
台
風
19
号
の
襲
来

は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
厳

し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
町
内
に
お
い
て

は
、
人
身
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
も
住
民
皆

様
の
「
自
助
」
「
共
助
」
の

お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
民
・
議
会
・

町
が
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
に
な
っ

て
、
引
き
続
き
「
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
」
「
安
全
・
安

心
の
町
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

 

令
和
２
年
１
月
25
日

　

 

奥
多
摩
町
長 

河
村 

文
夫

▶
小
河
内
地
区
（
峰
谷
）
被
災
前

▶
小
河
内
地
区
（
峰
谷
）
被
災
後

※
ワ
サ
ビ
田
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
観
光
産
業
課

　
　
　
　

☎
83
‐
２
２
９
９


